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法政大学出版局◉新刊のご案内	 2017 年 2月17日

法政大学出版局　2017年3月10日配本　定価3132円（本体2900円＋税） 四六判上製・252頁
伊東 貴之 編／渡邉 義浩、林 文孝 著 《シリーズ・キーワードで読む中国古典4》

治乱のヒストリア	華夷・正統・勢	 ISBN978-4-588-10034-5 C1310

★ 自らと他者を区別して、世界秩序や天下的世界観も示す「華夷」。治乱興亡の『三国志』から、現在も、政権など
について問い直される「正統」。君主の権力や勢威から派生し、空間的布置や形勢、歴史的・時間的趨勢も意味
する「勢」。中国の政治思想、文化論、国家観など広範な領域でその本質を考察する。悠久の時間を往還し、広大
な空間を横断して、歴史のダイナミズムが、いま動き出す。 【哲学・思想】

☆関連書：渡邉義浩『三国志』（中公新書）、中島隆博『悪の哲学』（筑摩選書）、中島隆博編『コスモロギア』（小局刊）。

法政大学出版局　2017年3月中旬配本　定価4968円（本体4600円＋税） 四六判上製・444頁
スティーヴン・ダーウォル 著／寺田 俊郎 監訳／会澤 久仁子 訳 《叢書・ウニベルシタス1052》

二人称的観点の倫理学	道徳・尊敬・責任	 ISBN978-4-588-01052-1 C1310

人はなぜ、道徳的に正しいことを行い、不正なことを避けるべきなのか？　道徳的義務が本質的に相互人格的な
性格をもつという「二人称的観点」を明確に導入し、尊敬にもとづく義務や責任の倫理学を構築しようとする問題
提起の書。哲学史との対話を通じ、義務論的・契約主義的立場から応用・実践倫理分野に新たな視座をもたらす、
現代英語圏を代表する哲学者の一人ダーウォルの主著。 【哲学・倫理学】

☆関連書：ジェローム・B.シュナイウィンド『自律の創成──近代道徳哲学史』（小局刊）。

法政大学出版局　2017年3月中旬配本　定価5184円（本体4800円＋税） A5判上製・314頁
ルネ・デカルト 著／山田 弘明、安西 なつめ、澤井 直、坂井 建雄、香川 知晶、竹田 扇 訳 

デカルト	医学論集		 ISBN978-4-588-15082-1 C3047

★ 近代哲学の父デカルトによる、医学・解剖学関連のテクストを初集成。ヴェサリウス、ファブリキウス、ボアンやハー
ヴィなど、当時最先端の医学・生理学の知と渡り合い、自ら解剖実践を繰り返しながら執筆した全5編を収録。近
代の機械論的自然観・生命観の成立において、哲学史・科学史全般に大きな影響をもたらした第一級の資料。最
高の訳者陣による注・解説と、学界の第一人者ビトボル＝エスペリエス氏による序を付す。 【医学史・哲学】

☆関連書： 『デカルト 数学・自然学論集』も製作進行中、2017年末～18年初頃の刊行予定です。

法政大学出版局　2017年3月中旬配本　定価3996円（本体3700円＋税） 四六判上製・284頁
小田中 直樹 編訳 《叢書・ウニベルシタス1054》

歴史学の最前線	〈批判的転回〉後のアナール学派とフランス歴史学	ISBN978-4-588-01054-5 C1322

★ 「歴史学はパン屑のように細分化した」と批判され、1988年に「危機的な曲がり角＝批判的転回」特集を組んだ
歴史学を代表する世界的学術誌『アナール』。彼らは何に危機感を抱いたのか。根底を揺るがされる危機を乗り
越え、さらにはインターネットの普及で研究状況が一変した今、歴史学はどこに向かおうとしているのか。その試行
錯誤の軌跡を、現状理解に不可欠な精選された論考群でたどる。 【歴史学・アナール学派】

☆関連書：ジェラール・ノワリエル『フランスという坩堝』（小局刊）、小田中直樹『歴史学ってなんだ？』（ＰＨＰ新書）。

法政大学出版局　2017年3月上旬配本　定価2916円（本体2700円＋税） A5判並製・280頁
森 宣雄、冨山 一郎、戸邉 秀明 編 

あま世へ	沖縄戦後史の自立にむけて	 ISBN978-4-588-32708-7 C0021

★★ 沖縄の歴史を知るということは、平和だと思い続けてきた日本の自画像を問うことであり、いま繰り広げられている
暴力を前に自らの生き方や歴史認識にむきあう態度の問題である。そこから沖縄のめざす未来「あま世」が見えて
くる。新川明、川満信一、鹿野政直、松島朝義のインタビュー、講演のほか、座談会も所収。 【沖縄史・日本史】

☆関連書：『流着の思想』（インパクト出版会）、『「島ぐるみ闘争」はどう準備されたか』（不二出版）ほか。


